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特別損失の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年 4 月期において特別損失を計上するとともに、2022 年６月 10 日に公表しました 2023 年４月

期の通期業績予想を修正いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 
１．特別損失の計上  
当社は福山本社におきまして、一昨年より新事業所（工場兼事務所）の建設を進めてまいりましたが、

漁網の生産量を維持するため、旧工場も一部稼働させながら、機械の移設を行ってまいりました。新事

業所に関連する工事は現在も進行中ですが、当期末におきまして、次期に行う旧工場の解体費用の概算

見積りが出たため、当期発生費用も含めて特別損失として計上することといたしました。 
特別損失計上金額 396 百万円（内訳 解体撤去費用 18 百万円、減損損失 378 百万円） 
 
２．2023 年４月期通期連結業績予想数値の修正（2022 年５月１日～2023 年４月 30 日） 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

前回発表予想（A） 
百万円   百万円 百万円 百万円 円 銭

１９，０００  ６５０ ５５０ １５０ ５７．８４

今回修正予想（B） １９，３００ ２７５ ４９６ ５０ １９．５８

増減額（B－A） ３００ △３７４ △５３ △９９ 

増減率（％） １．６ △５７．６ △９．７ △６６．１ 

（ご参考）前期実績 

（2022 年４月期） 
１８，３７３ ３７０ ５４４ １９０ ７３．４５

 
３．修正の理由 

 売上高につきましては、定置網部門の受注が低迷しましたが、新型コロナウイルス感染症拡大による渡航制限

が緩和されたことに伴い、海外の商談が進展し、旋網部門、養殖網部門や海外への輸出等の売上高が増加し、

通期では当初予想を上回る見通しとなりました。 

 利益面につきましては、主力の定置網部門の売上高が当初予想に届かなかったことや原材料費・物流費等の

高騰などにより、営業利益は減少する見通しとなりました。営業外損益では為替差益の計上により、経常利益段

階では多少持ち直しましたが、福山新事業所建設に伴い発生する旧建物の解体撤去費用等を特別損失として

計上することとなり、親会社株主に帰属する当期純利益は予想を下回る見通しとなりました。 

 

以上 


